
（別紙３）

～ R7年　12月　10日

（対象者数） 10人 （回答者数） 9人

～ R7年　12月　10日

（対象者数） 5人 （回答者数） 4人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

自分たちで考え決定していけるような活動を増やしていく

2

今後も活動の機会を増やしていく

3

今後も継続して取り組んでいく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童発達支援と放デイでそれぞれ10名定員に出来るよう検討
中

2

3

療育に特化している 日常の中の小さな事にも着目している。相手の名前を呼ぶ（先
生ではなく○○先生等）切り替えや集中力を伸ばせるよう取り
組んでいる。好きな事をする場所ではなく苦手を頑張る場所。

多機能型なので未就学児との交流が出来る 学習の時間やオヤツの時間等、スペースを共有し相乗効果が得
られている

多機能型で小集団での療育が受けられる 児童発達支援と合わせて1日10名の定員なのできめ細かな支援
が提供出来ている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

受入れ人数に限りがある 多機能型でのきめ細やかさの強みの反面、受け入れ人数が少な
くなってしまう

R7年　11月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　1月　5日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスありんこ

○保護者評価実施期間 R7年　11月　15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

